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長崎県公立高等学校ＰＴＡ連合会規約 

 

第１章 総 則 

（名 称） 

第１条 本会は長崎県公立高等学校ＰＴＡ連合会と称し、事務局を長崎市に置く。 

（組 織） 

第２条 本会は長崎県内の公立高等学校ＰＴＡ (公立の特別支援学校のＰＴＡを含む。以  

下「単位ＰＴＡ」という。）をもって組織する。  

  ２ 本会は、一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会の構成員となる。  

（目 的） 

第３条 本会はＰＴＡの健全な発展と児童生徒の健全育成につとめ、各地区及び単位ＰＴ 

Ａ会員相互の研修と親和を図り、協力してＰＴＡ活動の発展及び高等学校等教育 

の向上発展のために尽力することを目的とする。 

 

第２章 役 員 

（役 員） 

第４条 本会に次の役員を置き、任期は１年とする。 

ただし、再任は妨げない。 

（１）会 長  １名 （２）副会長  ８名（内１名は校長会代表とする。） 

（３）理 事 ２８名 （４）監 事  ２名 （５）顧 問 若干名 

（役員選出） 

第５条 役員の選任は次の方法による。 

（１）会長は、各地区代表単位ＰＴＡ会長の中から互選で指名し、理事会の同意を得 

て、総会の承認を得る。 

（２）副会長、監事は単位ＰＴＡ会長の中から理事会において選出し、総会の承認を 

   得る。 

（３）理事は次の各地区から互選により選出する。 

ただし、各地区１名は地区代表校長を選出する。 

・長崎地区       ７名  ・諫早・大村・東彼地区 ４名 

・島原地区       ４名  ・佐世保地区      ５名 

・平戸・松浦・北松地区 ４名  ・五島地区       ２名 

・壱岐・対馬地区    ２名 

（４）顧問は本会が必要と認める場合、理事会の承認を経て会長が委嘱する。 

（役員の任務） 

第６条 役員の任務は次の通りとする。 

（１）会長は本会を代表し、会務を統括する。 

（２）副会長は会長を連携して補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する 

とともに各地区の担当としての職務を遂行する。 

会長職務代行の順序は、別途会長が定める。 

（３）理事は理事会を構成し、本会の事務および運営全般について、協議・決定 
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する。 

（４）監事は会計を監査する。 

 

第３章 会 議 

（会 議） 

第７条 本会の会議は総会、理事会及び正副会長会とする。 

２ 各会議は構成員の過半数以上の出席がなければ開くことができない。  

３ 会議の議長は会長とする。  

４ 各会議は、会長が招集し、出席者の過半数をもって議決する。可否同数のときは  

議長の決するところによる。  

   なお、災害や感染症等により、一堂に会しての招集が困難な場合は、書面によ 

る審議の上、書面（電磁的記録を含む）により議決する。 

 

（総 会） 

第８条 総会は、本会の最高決定機関であり、単位ＰＴＡの会長及び校長をもって構成  

する。  

２ 定期総会は毎年６月までに開く。  

３ 臨時総会は、会長または理事会において必要があると認めた場合に開催すること  

ができる。  

４ 総会では、次の事項について報告・承認並びに審議決定を行う。  

（１）前年度事業報告と承認  

（２）前年度会計決算及び監査報告の承認  

（３）役員改選の承認  

（４）当年度事業計画の承認  

（５）当年度会計予算の承認  

（６）規約及び規程の制定及び改廃  

（７）その他必要と認めた事項  

  ５ 総会の議事録は、議長及び総会において指名する議事録署名人２名以上の署名・ 

捺印のうえ、５年間保存しなければならない。  

（理事会） 

第９条 理事会は会長、副会長、理事をもって構成する。 

２ 理事会は会長が招集する。 

３ 理事会では総会に付議する事項、その他必要な事項を審議する。 

４ 緊急を要する場合においては、理事会の出席者の３分の２以上の同意をもって総 

会に代えることができる。 

（正副会長会） 

第１０条 正副会長会は会長、副会長をもって構成する。 

２ 正副会長会は会長が招集する。 

３ 正副会長会では理事会に付議する事項、その他必要な事項を審議する。 

（委員会） 

第１１条 本会に、会長の諮問機関として委員会を設置することができる。 
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２ 委員会には、必要に応じて特別委員会を設置することができる。 

３ 委員会の設置・運営については、別に定める委員会規程による。 

 

第４章 事務局 

（事務局） 

第１２条 本会の事務局に会務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局職員として、事務局長のほか必要な職員を置く。 

３ 事務局職員の任免は、理事会での決定をうけ、会長が行う。 

４ 事務局職員は、必要に応じて、各会議に出席するものとする。 

５ 事務局についての必要な事項は、別に定める事務局規程による。 

 

第５章 会 計 

（経 費） 

第１３条 本会の会計は、別に定める経理規程により処理しなければならない。 

   ２ 単位ＰＴＡは会費を次の区分により５月末までに納めるものとする。 

（１）単位ＰＴＡ１団体当り 年額 

  独立校 ２，０００円  独立校以外 １，０００円 

（２）在籍生徒数１人当り 年額 

  全日制   ２００円  定時制、通信制 １００円 

 特別支援学校  ０円 

３ 本会の経費は会費及びその他の収入をもって充てる。 

（特別積立金） 

第１４条 本県で開催される、全国高等学校ＰＴＡ連合会大会及び九州地区高等学校ＰＴ 

Ａ連合会大会等の事業に必要な資金を確保するため特別積立金を設ける。 

２ 資金は、毎年入学時に生徒１人につき定額を納付する。 

・全日制 ２００円   ・定時制 １００円  ・特別支援学校 免 除 

３ 事業に必要な特別積立金の運用は、理事会で審議し総会で承認を得る。 

４ 特別積立金の経理状況は、毎年総会に報告し承認を得る。 

（基 金） 

第１５条 本会の目的達成に必要な資金を確保するため基金を設ける。 

２ 基金は旧長崎県公立高等学校ＰＴＡ安全互助会給付準備金並びにその預貯金 

等から生ずる収益その他をあてる。 

３ 基金は、金融機関への預貯金、国債、その他最も確実かつ有利な方法により保 

管しなければならない。 

４ 基金の運用は、理事会で審議し総会で承認を得る。 

５ 旧長崎県公立高等学校ＰＴＡ安全互助会の災害給付見舞金支払い猶予者の支 

払い請求があったときは、優先して支払う。  

６ 基金は、必要と認めた場合に元本を取り崩すことが出来る。 

７ 基金の経理状況は、毎年総会に報告し承認を得る。 

（会計年度） 

第１６条 本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。 
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第６章 監 査 

（会計監査） 

第１７条 本会の会計年度終了後は、帳簿等を整理し、決算監査を速やかに受けなければ 

ならない。 

２ 監査は定期監査と、臨時監査をおこなうものとする。 

３ 定期監査は、本監査及び中間監査の年２回実施する。 

４ 臨時監査は、会長または監事が必要と認めた場合に実施する。 

   ５ 監査の内容については、別に定める監査規程による。 

 

第７章 表 彰 

（表 彰） 

第１８条 次の事項に該当する者に、その退任に際し表彰状または感謝状を贈呈する。 

（１）単位ＰＴＡの会長の職に３年以上あった者。 

（２）本会の会長の職にあった者。 

（３）本会の事務局職員として５年以上勤務した者。 

（４）本会活動に対し、顕著な功労があった者。 

（５）その他理事会において推薦した者。 

 

第８章 会員の個人情報の取扱 

（会員の個人情報の取扱） 

第１９条 本会の活動を推進するために必要とされる個人情報の取得や利用、管理につい 

ては、別に定める個人情報取扱規程に定め適正に運用するものとする。 

 

附  則 この規約は総会において議決した日から施行する。 

     制  定 昭和２８年６月 

一部改正 平成１１年６月３日 

一部改正 平成１８年６月１日 

一部改正 平成１９年５月３１日 

一部改正 平成２１年６月４日 

一部改正 令和元年５月３０日 

一部改正 令和２年４月１日 

 （第１８条に表彰について規定したことにより、表彰内規は廃止する。） 

     一部改正 令和３年４月１日 

     一部改正 令和４年６月２日 

 

 


